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【主な掲載記事】
•特集「第 6回氷川町消防ポンプ操法大会」
•すくーるらいふ（氷川中学校）

迅速・的確に! !
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操法大会の様子
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第6回氷川町消防ポンプ操法大会

まち・ひと・しごと創生総合戦略・満足度調査の結果の公表

ふるさと氷川応援寄附金

まちのわだい

すくーるらいふ（氷川中学校）

いじめ防止の取組

国民健康保険被保険者証更新のお知らせ

高額療養費の変更のお知らせ

夏休み親子の料理教室参加者募集

町営住宅補充入居者募集

町民文芸

文化財つれづれ／八火図書館だより

立神峡だより

梨マラソン／ボタニカルマーケット

平成30年度氷川町職員採用試験のお知らせ

くらしの情報

伝言板／ひとのうごき

７月カレンダー

ひかわっ子写真館、まちのホットライン
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も く じ6/3
第
６
回
氷
川
町
消
防
ポ
ン
プ
操
法
大
会

　
竜
北
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お
い
て
、第
６
回
氷
川
町
消
防

ポ
ン
プ
操
法
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　「
消
防
ポ
ン
プ
操
法
」は
、約
60
メ
ー
ト
ル
先
に
あ
る

標
的
ま
で
ホ
ー
ス
３
本
を
結
合
し
な
が
ら
放
水
す
る
ま

で
の
早
さ
や
、的
確
な
操
作
と
規
律
あ
る
動
作
を
競
う

も
の
で
す
。大
会
は
２
年
に
一
度
開
催
さ
れ
ま
す
が
、前

回
大
会
は
熊
本
地
震
の
影
響
に
よ
り
中
止
と
な
っ
た
た

め
、４
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　
大
会
に
は
各
分
団
か
ら
16
チ
ー
ム
64
人
の
選
手
が
出

場
し
、本
業
の
仕
事
が
終
わ
っ
た
夜
や
、休
日
を
返
上
し

て
厳
し
い
訓
練
を
重
ね
本
番
に
臨
み
ま
し
た
。

　
真
夏
の
よ
う
な
暑
さ
の
中
、出
場
選
手
は
日
頃
の
訓

練
の
成
果
を
い
か
ん
な
く
発
揮
さ
れ
ま
し
た
。大
会
の

結
果
、第
７
分
団
第
２
部
が
優
勝
し
ま
し
た
。

　
優
勝
分
団
は
９
月
２
日
に
山
鹿
市
で
開
催
さ
れ
る
県

大
会
に
八
代
郡
の
代
表
と
し
て
出
場
さ
れ
ま
す
。

今月の表紙

今月の表紙

第６回氷川町消防団ポンプ操法大会

　鍛
え
上
げ
た
技
術
を
披
露

▲優勝した第７分団第２部の皆さん
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0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

消防団や地区の防災組織等の地域の防災組織体制

防火水槽や消火栓等の消防施設設備

歩道やカーブミラーの整備等の交通安全対策

希望する保育園及び幼稚園へ入園できていますか

児童医療費助成制度（中学生まで無料化）について

保育園及び幼稚園の利用時間について

町内の保育サービス内容について

保育料について

地域子育て支援センターのサービス内容について

体験学習について

郷土愛を育む教育の推進について

地域での見守りについて

くらしの安心に関すること

仕事と子育ての両立に関すること

幼児の子育てに関すること

小中学校の学習環境に関すること

60.5%

54.1%

46.3%

85.9%

84.3%

82.4%

72.7%

52%

45.6%

66.1%

61%

58.4%

0％ 10％ 20％ 30％

自分や家族の持ち家があるから

親や子、親せきや友人・知人がいるから

生まれ育った町だから

23.9%

18%

11%

広報ひかわ 2018.75

　氷川町に持ち家がある人や家族がいる人など、転入者の多くがもともと氷川町と関係
がある人だとわかる。

　くらしの安心に関することは、消防団などの消防組織体制や防火水槽などの消防施設設備
について満足している人が多い。
　仕事と子育ての両立については、全体的に満足度が高く、希望した保育園および幼稚園へ
の入園や児童医療費助成制度について満足している人が多い。
　幼児の子育てに関することは、全体的に満足度が低く、回答した半数以上が満足している
と答えたのは保育サービスや保育料についてのみである。
　小中学校の学習環境に関することは、体験学習や郷土愛を育む教育の推進について満足し
ている人が多い。

満足度が高いもの（上位３位）

氷川町に転入した理由

【お問い合わせ先】 企画財政課　☎52－5850
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防
災
・
防
犯
の
推
進

地
域
と
行
政
が
協
働
し
た
ま
ち
づ
く
り

近
所
づ
き
あ
い

働
く
場
所
が
あ
る

子
育
て
・
教
育
環
境
の
充
実

健
康
づ
く
り
事
業（
健
康
診
断
や
人
間
ド
ッ
ク
な
ど
）の
充
実

福
祉
・
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

交
通
の
利
便
性

買
い
物
の
利
便
性

居
住
環
境
の
整
備

自
然
環
境
や
景
観

満足
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30.0%

50%
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32.8%
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21.6%
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38.2%

8.5%

3.2%

3.7%

7.2%

36.4%

40.6%

12%

5.6%

10.4%

47.4%

30%

6.6%

3.5%

12.1%

44.7%

32.5%

7.2%

10.4%

36.2%

41%

8%

25.2%

27.8%

20.9%

5.8%

30.9%

25.9%

19.5%

5.7%

13.4%

33%

41.6%

9%

どちらかと言えば満足

どちらともいえない どちらかと言えば不満

不満

広報ひかわ 2018.7 4

　今年３月に町内の全世帯を対象とした氷川町の住みやすさや施策についてのご意見をお伺いする
アンケート調査を実施し、948 件の回答をいただきました。ご協力ありがとうございました。
いただいたご意見は、今後の町政運営に役立てていきます。
　集計結果の詳細は氷川町ホームページ（http://www.hikawacyou.hinokuni-net.jp/）に掲載
していますのでぜひご覧ください。また、７月 31日（火）まで企画財政課または宮原振興局総務振
興課の窓口でも閲覧できます。

まち・ひと・しごと創生総合戦略
満足度調査の結果を公表します。

　自然環境や居住環境、健康づくりについては満足している人が多く、買い物や交通の利便
性、働く場所について不満と感じている人が多い。

～アンケートへのご協力ありがとうございました～



ひかりん

No.153 7月号

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

消防団や地区の防災組織等の地域の防災組織体制

防火水槽や消火栓等の消防施設設備

歩道やカーブミラーの整備等の交通安全対策

希望する保育園及び幼稚園へ入園できていますか

児童医療費助成制度（中学生まで無料化）について

保育園及び幼稚園の利用時間について

町内の保育サービス内容について

保育料について

地域子育て支援センターのサービス内容について

体験学習について

郷土愛を育む教育の推進について

地域での見守りについて

くらしの安心に関すること

仕事と子育ての両立に関すること

幼児の子育てに関すること

小中学校の学習環境に関すること

60.5%

54.1%

46.3%

85.9%

84.3%

82.4%

72.7%

52%

45.6%

66.1%

61%

58.4%

0％ 10％ 20％ 30％

自分や家族の持ち家があるから

親や子、親せきや友人・知人がいるから

生まれ育った町だから

23.9%

18%

11%

広報ひかわ 2018.75

　氷川町に持ち家がある人や家族がいる人など、転入者の多くがもともと氷川町と関係
がある人だとわかる。

　くらしの安心に関することは、消防団などの消防組織体制や防火水槽などの消防施設設備
について満足している人が多い。
　仕事と子育ての両立については、全体的に満足度が高く、希望した保育園および幼稚園へ
の入園や児童医療費助成制度について満足している人が多い。
　幼児の子育てに関することは、全体的に満足度が低く、回答した半数以上が満足している
と答えたのは保育サービスや保育料についてのみである。
　小中学校の学習環境に関することは、体験学習や郷土愛を育む教育の推進について満足し
ている人が多い。

満足度が高いもの（上位３位）

氷川町に転入した理由

【お問い合わせ先】 企画財政課　☎52－5850

ひかりん

No.153 7月号

防
災
・
防
犯
の
推
進

地
域
と
行
政
が
協
働
し
た
ま
ち
づ
く
り

近
所
づ
き
あ
い

働
く
場
所
が
あ
る

子
育
て
・
教
育
環
境
の
充
実

健
康
づ
く
り
事
業（
健
康
診
断
や
人
間
ド
ッ
ク
な
ど
）の
充
実

福
祉
・
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

交
通
の
利
便
性

買
い
物
の
利
便
性

居
住
環
境
の
整
備

自
然
環
境
や
景
観

満足

1.3%

0％

10％

20％

30％

40％

50％

60％

70％

80％

90％

100％
5.4%

22.8%

53.4%

17.1%

3%

18% 20.3%

4.4%
2.1%

5.3%

30.0%

50%

12.8%

2.6%

7.8%

49.1%

32.8%

7.7%

21.6%

28.5%

38.2%

8.5%

3.2%

3.7%

7.2%

36.4%

40.6%

12%

5.6%

10.4%

47.4%

30%

6.6%

3.5%

12.1%

44.7%

32.5%

7.2%

10.4%

36.2%

41%

8%

25.2%

27.8%

20.9%

5.8%

30.9%

25.9%

19.5%

5.7%

13.4%

33%

41.6%

9%

どちらかと言えば満足

どちらともいえない どちらかと言えば不満

不満

広報ひかわ 2018.7 4

　今年３月に町内の全世帯を対象とした氷川町の住みやすさや施策についてのご意見をお伺いする
アンケート調査を実施し、948 件の回答をいただきました。ご協力ありがとうございました。
いただいたご意見は、今後の町政運営に役立てていきます。
　集計結果の詳細は氷川町ホームページ（http://www.hikawacyou.hinokuni-net.jp/）に掲載
していますのでぜひご覧ください。また、７月 31日（火）まで企画財政課または宮原振興局総務振
興課の窓口でも閲覧できます。

まち・ひと・しごと創生総合戦略
満足度調査の結果を公表します。

　自然環境や居住環境、健康づくりについては満足している人が多く、買い物や交通の利便
性、働く場所について不満と感じている人が多い。

～アンケートへのご協力ありがとうございました～



ま ち の わ だ い
ひかりん

No.153 7月号
ひかりん

No.153 7月号

広報ひかわ 2018.77

国
際
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
報
告

　
柿
本
美
香
さ
ん（
新
村
南
）と
古
里
誉
子
さ

ん（
新
村
北
）が
来
庁
さ
れ
、藤
本
町
長
に
国

際
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
の
入
賞
を
報
告
さ
れ
ま

し
た
。柿
本
さ
ん
は
３
月
３
日
に
栃
木
県
日

光
市
で
開
催
さ
れ
た
第
３
回
日
光
国
際
音
楽

祭
声
楽
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
、事
前
に
行
わ

れ
た
音
源
審
査
を
九
州
で
た
だ
１
人
通
過
さ

れ
、本
選
は
、日
光
総
合
会
館
大
ホ
ー
ル
会
場

で
演
奏
し
、入
選
を
果
た
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、３
月
11
日
に
大
阪
市
で
開
催
さ
れ

た
第
20
回
万
里
の
長
城
杯
国
際
音
楽
コ
ン

ク
ー
ル
に
お
い
て
も
4
2
7
組
の
中
か
ら
予

選
を
通
過
し
、本
選
で
は
柿
本

さ
ん
が
声
楽
部
門
の
一
般
の
部

Ｂ
で
第
２
位
、古
里
さ
ん
が
優

秀
伴
奏
者
賞
と
、そ
れ
ぞ
れ
優

秀
な
成
績
を
収
め
ら
れ
ま
し

た
。

　
な
お
、同
コ
ン
ク
ー
ル
の
入

賞
者
披
露
演
奏
会
が
７
月
22

日
㈰
に
大
阪
府
立
中
央
図
書

館
ラ
イ
テ
ィ
ホ
ー
ル
で
開
催
さ

れ
ま
す
。

　
興
味
が
あ
る
方
は
足
を
運
ん

で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

長
年
の
功
績
を
称
え
て

勝
枝
健
一
さ
ん
が
端
宝
単
光
章
を
受
章

　
第
30
回
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
で
、勝
枝
健
一
さ
ん（
北
野
津
）

が
瑞
宝
単
光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
は
、警
察
官
や
自
衛
官
な
ど
危
険
度

の
高
い
業
務
で
実
績
の
あ
っ
た
人
に
授
与
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　
勝
枝
さ
ん
は
自
衛
官
と
し
て
長
年
、国
防
の
任
に
従
事
さ
れ
た

功
績
が
認
め
ら
れ
今
回
の
受
章
に
結
び
つ
き
ま
し
た
。

▲勝枝健一さん（左）と美智子夫人（右）

▲入賞された柿本美香さん ▲柿本美香さん（右）と古里誉子さん（左）

29
4/

15
5/
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【お問い合わせ先】 企画財政課　☎52－5850

ありがとうございます

ふるさと氷川応援寄附金の受付状況

「ふるさと氷川応援寄附金」
　「氷川町のために役立ててください」と、ふるさと氷川応援寄附金（ふるさと納税）をいただき
ました。皆さまのご厚意による寄附を町の発展のために有意義に活用していきます。
【寄附いただいた人】（平成 29 年 4月～平成 30 年 3月受付分）
※掲載の承諾をいただいた人のみ掲載しています

●井副　興朗 様（東京都）
●匿名希望　 様（東京都）
●中川　征勝 様（東京都）
●榎田　誠也 様（三重県）
●田河　渉　 様（東京都）
●匿名希望　 様（東京都）
●俣村　雄二 様（福岡県）
●匿名希望　 様（千葉県）

●下田　勝則 様（熊本県）
●上野　稔　 様
●加藤麻里子 様（福岡県）
●匿名希望　 様（東京都）
●匿名希望　 様（京都府）
●緒方　博文 様（熊本県）
●匿名希望　 様（富山県）
●前村　大成 様

●岡田　誠治 様（熊本県）
●河野　政典 様（広島県）
●稲岡　政弘 様（熊本県）
●岩岡　耕一 様（熊本県）
●岩岡　貴子 様（熊本県）
●匿名希望　 様（京都府）
●稲田　和美 様

　平成 20 年度よりスタートしました「ふるさと氷川応援寄附金（ふるさと納税）」について、平
成 29 年度の受付状況を報告します。
　寄附金は、6つの事業の中から寄附者のご指定いただいた事業に活用させていただきます。

≪ 平成 29 年度寄附金内訳 ≫
事　業　の　区　分 金　額

① ふるさとの生活を豊かにする地場産業の育成に関する事業 612,500 円

② ふるさとの父母兄弟のための福祉、医療及び健康づくりに関する事業  160,000 円

③ ふるさとの次代を担う子どもたちの教育、子育て支援に関する事業 591,000 円

④ ふるさとの水や緑の環境保全及び景観の維持、再生に関する事業 112,500 円

⑤ ふるさとの地区コミュニティの支援など地区づくりに関する事業 ―

⑥ その他町長がふるさとのために必要と認める事業 1,225,000 円

計 2,701,000 円

　寄附金は、適正に管理運用するため、「ふるさと氷川応援基金」に積み立てており、これまで
積み立てた寄附金は、平成 28 年度に 2,487,000 円を活用させていただいております。
　今後とも多くの皆さまのご支援をお待ちしております。

　 1  平成 29 年度寄附件数　　36 件（寄附累計 209 件）

　 2  平成 29 年度寄附金額　　2,701,000 円（寄附累計 12,679,100 円）
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国
際
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
報
告

　
柿
本
美
香
さ
ん（
新
村
南
）と
古
里
誉
子
さ

ん（
新
村
北
）が
来
庁
さ
れ
、藤
本
町
長
に
国

際
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
の
入
賞
を
報
告
さ
れ
ま

し
た
。柿
本
さ
ん
は
３
月
３
日
に
栃
木
県
日

光
市
で
開
催
さ
れ
た
第
３
回
日
光
国
際
音
楽

祭
声
楽
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
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前
に
行
わ

れ
た
音
源
審
査
を
九
州
で
た
だ
１
人
通
過
さ

れ
、本
選
は
、日
光
総
合
会
館
大
ホ
ー
ル
会
場

で
演
奏
し
、入
選
を
果
た
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、３
月
11
日
に
大
阪
市
で
開
催
さ
れ

た
第
20
回
万
里
の
長
城
杯
国
際
音
楽
コ
ン

ク
ー
ル
に
お
い
て
も
4
2
7
組
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中
か
ら
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選
を
通
過
し
、本
選
で
は
柿
本

さ
ん
が
声
楽
部
門
の
一
般
の
部
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で
第
２
位
、古
里
さ
ん
が
優

秀
伴
奏
者
賞
と
、そ
れ
ぞ
れ
優

秀
な
成
績
を
収
め
ら
れ
ま
し
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。
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コ
ン
ク
ー
ル
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賞
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演
奏
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７
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22

日
㈰
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阪
府
立
中
央
図
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館
ラ
イ
テ
ィ
ホ
ー
ル
で
開
催
さ

れ
ま
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。

　
興
味
が
あ
る
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を
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み
て
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か
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で
し
ょ
う
か
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長
年
の
功
績
を
称
え
て

勝
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光
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回
危
険
業
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従
事
者
叙
勲
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健
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北
野
津
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瑞
宝
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光
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ま
し
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。
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【お問い合わせ先】 企画財政課　☎52－5850

ありがとうございます

ふるさと氷川応援寄附金の受付状況

「ふるさと氷川応援寄附金」
　「氷川町のために役立ててください」と、ふるさと氷川応援寄附金（ふるさと納税）をいただき
ました。皆さまのご厚意による寄附を町の発展のために有意義に活用していきます。
【寄附いただいた人】（平成 29 年 4月～平成 30 年 3月受付分）
※掲載の承諾をいただいた人のみ掲載しています

●井副　興朗 様（東京都）
●匿名希望　 様（東京都）
●中川　征勝 様（東京都）
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●匿名希望　 様（東京都）
●俣村　雄二 様（福岡県）
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●加藤麻里子 様（福岡県）
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●匿名希望　 様（京都府）
●緒方　博文 様（熊本県）
●匿名希望　 様（富山県）
●前村　大成 様

●岡田　誠治 様（熊本県）
●河野　政典 様（広島県）
●稲岡　政弘 様（熊本県）
●岩岡　耕一 様（熊本県）
●岩岡　貴子 様（熊本県）
●匿名希望　 様（京都府）
●稲田　和美 様

　平成 20 年度よりスタートしました「ふるさと氷川応援寄附金（ふるさと納税）」について、平
成 29 年度の受付状況を報告します。
　寄附金は、6つの事業の中から寄附者のご指定いただいた事業に活用させていただきます。

≪ 平成 29 年度寄附金内訳 ≫
事　業　の　区　分 金　額

① ふるさとの生活を豊かにする地場産業の育成に関する事業 612,500 円

② ふるさとの父母兄弟のための福祉、医療及び健康づくりに関する事業  160,000 円

③ ふるさとの次代を担う子どもたちの教育、子育て支援に関する事業 591,000 円

④ ふるさとの水や緑の環境保全及び景観の維持、再生に関する事業 112,500 円

⑤ ふるさとの地区コミュニティの支援など地区づくりに関する事業 ―

⑥ その他町長がふるさとのために必要と認める事業 1,225,000 円

計 2,701,000 円

　寄附金は、適正に管理運用するため、「ふるさと氷川応援基金」に積み立てており、これまで
積み立てた寄附金は、平成 28 年度に 2,487,000 円を活用させていただいております。
　今後とも多くの皆さまのご支援をお待ちしております。

　 1  平成 29 年度寄附件数　　36 件（寄附累計 209 件）

　 2  平成 29 年度寄附金額　　2,701,000 円（寄附累計 12,679,100 円）
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【
大
会
名
】

　
全
農
杯
平
成
30
年
度

　
全
日
本
卓
球
選
手
権
大
会

【
出
場
者
】

　
ヒ
ゴ
鏡
卓
球
ク
ラ
ブ
所
属

　
竜
北
西
部
小
学
校

　
中な
か
が
わ川

　
海か
い
り光
く
ん（
４
年 

東
綱
道
）

【
期
日
】

　
７
月
27
日
㈮
～
29
日
㈰

【
会
場
】

　
神
戸
総
合
運
動
公
園
内
体
育
館

　（
兵
庫
県
神
戸
市
）

【
大
会
名
】

　
第
18
回
全
日
本
少
年
少
女

　
空
手
道
選
手
権
大
会

【
出
場
者
】

　
大
真
舘
所
属
　
竜
北
西
部
小
学
校

　
濱は
ま
な
か中

　
蒼そ
う
す
け介
く
ん（
３
年 

沖
塘
）

【
期
日
】

　
８
月
４
日
㈯
～
５
日
㈰

【
会
場
】

　
東
京
武
道
館（
東
京
都
足
立
区
）

【
大
会
名
】

①
第
41
回
全
日
本
空
手
道
連
盟
剛
柔
会

　
九
州
・
沖
縄
地
区

　
空
手
道
選
手
権
大
会

②
第
５
回
全
九
州
少
年
少
女

　
空
手
道
選
手
権
大
会

【
出
場
者
】

　
大
真
舘
所
属
　
竜
北
西
部
小
学
校

　
濱は
ま
な
か中

　
崚り
ょ
う
た
ろ
う

太
郎
く
ん（
５
年 

沖
塘
）

　
濱は
ま
な
か中

　
蒼そ
う
す
け介
く
ん
　（
３
年 

沖
塘
）

【
大
会
名
】

　
第
23
回
Ｕ
‐
15

　
九
州
女
子
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会

【
出
場
者
】

　
熊
本
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
Ｓ
Ｃ
フ
ロ
ー
ラ
所
属

　
竜
北
中
学
校

　
藤ふ
じ
も
と本

　
日ひ

な菜
さ
ん（
３
年 

若
洲
）

　
稲い
な
だ田

　
雛ひ
な

さ
ん（
３
年 

東
網
道
）

　
役
場
庁
議
室
に
て
激
励
会
が
行
わ
れ
、藤
本
町
長
か
ら
選
手
た
ち
に
激
励
の
言

葉
が
贈
ら
れ
る
と
と
も
に
報
奨
金
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
出
場
大
会
、出
場
者
な
ど
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▲濱中　蒼介くん（左）　崚太郎くん（右）

▲藤本　日菜さん（左）　稲田　雛さん（右）

▲中川　海光くん

4
6/

　7
月
以
降
に
開
催
さ
れ
る
大
会

出
場
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

　～
全
国
大
会
等
出
場
者
激
励
会
～

ま ち の わ だ い
ひかりん
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い
す
用
畳
表
座
布
団
と
大
玉

ト
マ
ト
を
い
た
だ
き
ま
し
た
！

　
宮
原
小
学
校
に
お
い
て
新
入
児
童
の
入
学

記
念
や
地
元
農
特
産
物
に
触
れ
る
機
会
に
な

れ
ば
と
の
思
い
を
込
め
て
、宮
原
農
火
の
会
か

ら「
い
す
用
畳
表
座
布
団
」と「
大
玉
ト
マ
ト
」

が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
吉
田
誠
会
長（
有
佐
）と
元
田
祐
樹
副
会

長（
有
佐
）か
ら
児
童
代
表
２
人
に
手
渡
さ

れ
る
と
、「
わ
あ
～
」と
い
う
感
激
の
声
を
上

げ
た
後
、し
っ
か
り
と
お
礼
を
伝
え
て
い
ま
し

た
。

　
座
布
団
は
教
室
の
椅
子
に
設
置
し
、ト
マ

ト
は
そ
の
日
の
給
食
で
提
供
さ
れ
ま
し
た
。

長
年
の
功
績
を
称
え
て

田
口
英
輔
さ
ん
が
模
範
表
彰
を
受
賞

　
行
政
相
談
委
員
と
し
て
地
域
住
民
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
様
々
な

相
談
の
解
決
に
向
け
て
尽
力
さ
れ
た
功
績
を
称
え
、田
口
英
輔
さ

ん（
新
村
北
）が
九
州
管
区
行
政
評
価
局
長
か
ら
模
範
表
彰
を
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
田
口
さ
ん
は
平
成
19
年
に
総
務
大
臣
よ
り
行
政
相
談
員
に
委

嘱
さ
れ
、現
在
ま
で
12
年
間
精
力
的
に
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

▲田口　英輔さん

▲大玉トマトが手渡されました。

29
5/

16
5/



ま ち の わ だ い
ひかりん

No.153 7月号

広報ひかわ 2018.79

【
大
会
名
】

　
全
農
杯
平
成
30
年
度

　
全
日
本
卓
球
選
手
権
大
会

【
出
場
者
】

　
ヒ
ゴ
鏡
卓
球
ク
ラ
ブ
所
属

　
竜
北
西
部
小
学
校

　
中な
か
が
わ川

　
海か
い
り光
く
ん（
４
年 

東
綱
道
）

【
期
日
】

　
７
月
27
日
㈮
～
29
日
㈰

【
会
場
】

　
神
戸
総
合
運
動
公
園
内
体
育
館

　（
兵
庫
県
神
戸
市
）

【
大
会
名
】

　
第
18
回
全
日
本
少
年
少
女

　
空
手
道
選
手
権
大
会

【
出
場
者
】

　
大
真
舘
所
属
　
竜
北
西
部
小
学
校

　
濱は
ま
な
か中

　
蒼そ
う
す
け介
く
ん（
３
年 

沖
塘
）

【
期
日
】

　
８
月
４
日
㈯
～
５
日
㈰

【
会
場
】

　
東
京
武
道
館（
東
京
都
足
立
区
）

【
大
会
名
】

①
第
41
回
全
日
本
空
手
道
連
盟
剛
柔
会

　
九
州
・
沖
縄
地
区

　
空
手
道
選
手
権
大
会

②
第
５
回
全
九
州
少
年
少
女

　
空
手
道
選
手
権
大
会

【
出
場
者
】

　
大
真
舘
所
属
　
竜
北
西
部
小
学
校

　
濱は
ま
な
か中

　
崚り
ょ
う
た
ろ
う

太
郎
く
ん（
５
年 

沖
塘
）

　
濱は
ま
な
か中

　
蒼そ
う
す
け介
く
ん
　（
３
年 

沖
塘
）

【
大
会
名
】

　
第
23
回
Ｕ
‐
15

　
九
州
女
子
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会

【
出
場
者
】

　
熊
本
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
Ｓ
Ｃ
フ
ロ
ー
ラ
所
属

　
竜
北
中
学
校

　
藤ふ
じ
も
と本

　
日ひ

な菜
さ
ん（
３
年 

若
洲
）

　
稲い
な
だ田

　
雛ひ
な

さ
ん（
３
年 

東
網
道
）

　
役
場
庁
議
室
に
て
激
励
会
が
行
わ
れ
、藤
本
町
長
か
ら
選
手
た
ち
に
激
励
の
言

葉
が
贈
ら
れ
る
と
と
も
に
報
奨
金
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
出
場
大
会
、出
場
者
な
ど
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▲濱中　蒼介くん（左）　崚太郎くん（右）

▲藤本　日菜さん（左）　稲田　雛さん（右）

▲中川　海光くん

4
6/

　7
月
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催
さ
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る
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場
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ご
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い
ま
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畳
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マ
ト
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玉
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マ
ト
」

が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
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れ
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り
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。
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布
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長
年
の
功
績
を
称
え
て

田
口
英
輔
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ん
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模
範
表
彰
を
受
賞

　
行
政
相
談
委
員
と
し
て
地
域
住
民
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
様
々
な
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談
の
解
決
に
向
け
て
尽
力
さ
れ
た
功
績
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称
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。

　
田
口
さ
ん
は
平
成
19
年
に
総
務
大
臣
よ
り
行
政
相
談
員
に
委

嘱
さ
れ
、現
在
ま
で
12
年
間
精
力
的
に
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。
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29
5/

16
5/
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清田　日和
　私はチャレンジショップを通して、人とのコミュニケーションの大切さについて改めて知ることができました。

　まず、店に人を呼び寄せるまでに苦労しました。ずっと無言でいるともちろんお客様はいらっしゃることはありませ

ん。しかし長文で店の商品のすばらしさについて叫ぶこともできません。店に人を呼び寄せるには、短くはきはきと

した声で「店の印象」をアピールすることが大切だと思いました。また、一人だけが大きな声を出してもお客様の耳

には届きません。そこで、仲間とコミュニケーションをとりながら皆が大きな声を出してお客様を引き寄せるように

頑張りました。

　次に、お客様が商品をご覧になっている際にも、コミュニケーションが大切であることが分かりました。「この商品

の賞味期限はいつなのか」「どのようにして食べたら美味しいのか」など、お客様からは様々なことを聞かれ、それ

にきちんと答えられたときは、「事前に調べておいてよかった」という気持ちと同時に、「もう少し分かりやすく伝え

ることはできなかったかな」と思いました。しかし商品の説明をし、お客様が納得したご様子でお買い上げになられ

た時は、とても嬉しかったです。　

　私はこのチャレンジショップに対し、「楽しかった」という気持ちが一番あったものの、正直とても疲れました。だ

から、これを毎日することを仕事にしている人は、本当にすごいな、と思いました。

　私たち中学生は今、お店に行くと接客される側の立場にあるので、店員さんをよく観察し、今のうちから将来のた

めに人とのコミュニケーションを養っていきたいと思いました。

　

福嶋　倖佳
　今回のチャレンジショップで印象に残ったことがあります。それは、商品を売るには苦労もあるけど、お客様の笑

顔を見たときのうれしさもあることです。開店直後は、お客様が

多く、会計の仕事が大変で焦りが出てしまいました。しかし、そ

の後は客足が少なくなり、開店直後のように売れなくなりました。

だから、どのようにしたら売れるのかを考えました。まずは自分

たちがその良さを知らなければなりません。実際に商品を売る側

になって、その商品の魅力をしっかり伝えるのは難しいと感じま

した。販売の仕事は苦労だけではありません。間近でお客様の笑

顔が見られるという嬉しさが感じられるのです。この笑顔を見る

と、頑張ろうという気持ちにつながります。

　今回は、多くの笑顔が見られたのでこれからも地域の人に喜ば

れるようにしていきたいです。

3年  チャレンジショップ　5月22日（火）

すくーるらいふ

▲たくさんのお客さんでにぎわいました。
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　1年生は 5月 10〜 11日の 2日間で、水俣・芦北青少年の家

での集団宿泊教室に行ってきました。1日目は、まず水俣病資料館

に行きました。ここは5年生の時も行きましたが、新たな気づきも

多くありました。水俣病の語り手は「南アユ子」さんでした。二度

目の話でしたが、自分の生い立ちや今の状況、痛みがとれないこと、

薬は毎日手のひら一杯の量飲まねばならないこと、などを話されま

した。また、「水俣病は一番なりたくない病気だった」という言葉

が印象に残りました。

　熊本県環境センターでは、講師の淵上さんから、地球の環境を守ることの大切さを、いろんな資料を通して教えて

いただきました。また、環境を守るためにどんな生活用品がよいのか考える場もありました。商品の商標などに注意

していて買わねばならないこと学びました。

　その後、あしきた青少年の家に行きました。入所式の後、夕食・入浴を済まして「ナイトハイク」をしました。グ

ループを作って行ったのですが、途中先生たちがいて驚かしたりしましたが、楽しい経験になりました。翌日は「カッ

ター船」を漕ぎました。5年の時はペーロンでしたので、初めての経験です。スタッフの方から、カッターの持ち方、

漕ぎ方などを教わった後、3漕に別れて海に出ました。みんなで心を合わせて大きく漕いでいるうち、だんだん調子

が出てきました。協力することの大切さを学びました。

　この2日間、いろんなことを学び、自分なりに成長した貴重な日をおくることができました。

　2年生は 5月16〜18 日の 3日間で、沖

縄へ修学旅行に行ってきました。

　1日目は、平和記念資料館・平和の礎・

ひめゆりの塔に行く平和学習で、沖縄戦のこ

とを学びました。2日目は午前中に海洋博公

園・美ら海水族館で、海の生き物を見学しま

した。午後から北中城村で民泊を体験し、体

験内容は民泊先で違いますが、それぞれの民

泊先で有意義な体験学習ができました。3日

目は守礼門・首里城公園を見学し琉球の歴

史を学び、その後国際通りで各班で昼食、お

土産を買って帰路に就きました。

　3日間、生徒たちは様々なことを学び、規

律を守った生活を心がけました。今後の2年

生の活躍が楽しみです。

1年  集団宿泊教室

2年  修学旅行

すくーる
　らいふ
school life
（氷川中学校）
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【お問い合わせ先】 健康福祉課 国民健康保険係 ☎52-5852 宮原振興局 総務振興課 総合窓口係 ☎62-2312

　
現
在
お
持
ち
の
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
は
７
月

31
日
㈫
を
も
っ
て
有
効
期
限
が
切
れ
る
た
め
、
被
保
険

者
証
の
交
付
（
更
新
）
を
地
区
公
民
館
な
ど
で
実
施
い

た
し
ま
す
。
お
忙
し
い
時
期
で
は
あ
り
ま
す
が
、
必
ず

更
新
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

仮
設
住
宅
に
お
住
ま
い
の
方
は

次
の
場
所
で
更
新
を
行
い
ま
す
。

○
野
津
仮
設
団
地

　
７
月
18
日
㈬
９
時
～11

時
30
分

　
野
津
交
流
館
（
ホ
ー
ル
）

○
鹿
島
仮
設
団
地

　
７
月
20
日
㈮
15
時
～
16
時

　
農
産
加
工
研
修
セ
ン
タ
ー

○
島
地
仮
設
団
地

　
７
月
23
日
㈪
13
時
30
分
～

　
　
　
　
　
　
　
　
14
時
30
分

　
健
康
セ
ン
タ
ー

更
新
指
定
日
に
更
新
で
き
な
い

場
合
は
、
７
月
17
日
㈫
か
ら
次

の
場
所
で
交
付
し
ま
す
。

【
竜
北
地
区
】

　
健
康
福
祉
課 

国
民
健
康
保
険
係

【
宮
原
地
区
】

　
宮
原
振
興
局 

総
務
振
興
課

　
総
合
窓
口
係
　

「
国
民
健
康
保
険
限
度
額
認

定
・
標
準
負
担
額
減
額
定

証
」
を
お
持
ち
の
人
へ

　
認
定
証
を
８
月
以
降
も
引
き

続
き
使
用
さ
れ
る
場
合
は
新
た

に
申
請
が
必
要
で
す
の
で
、
健

康
福
祉
課
ま
た
は
宮
原
振
興
局

総
務
振
興
課
で
申
請
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
な
お
、
認
定
証
の
申
請
は
保

険
証
更
新
会
場
で
は
行
え
ま
せ

ん
の
で
ご
了
承
願
い
ま
す
。

国民健康保険被保険者証更新日程 
☆持参するもの　①印鑑 ②国民健康保険被保険者証（世帯全員分）

竜北地区

期　日 地区 会　場 時　間

7月17日
（火）

本山・中大野 中大野公民館 9時〜10時

迫 迫公民館 10時30分〜11時30分

笹尾・上高塚 ウォーキングセンター 13時30分〜14時30分

吉本・下高塚 吉本公民館 15時〜16時

7月18日
（水）

高野道・北野津 野津交流館（ホール） 9時〜10時

西野津・北川 野津交流館（ホール）10時30分〜11時30分

河原・法道寺 法道寺公民館 13時30分〜14時30分

7月19日
（木）

沖塘・若洲 沖塘公民館 9時〜10時

西網道 西網道公民館 10時30分〜11時30分

中網道 中網道公民館 13時30分〜14時30分

北鹿野 竜北歴史資料館（和室） 15時〜16時

7月20日
（金）

東網道 東網道公民館 9時〜10時

新　田 下新田公民館 10時30分〜11時30分

島地・上鹿島 鹿島公民館 13時30分〜14時30分

下鹿島 農産加工研修センター 15時〜16時

7月23日
（月）

南鹿野 南鹿野公民館 9時〜10時

柳の江・立石 健康センター（教養室）13時30分〜14時30分

反　甫 反甫公民館 15時〜16時

宮原地区

期　日 地区 会　場 時　間

7月24日
（火）

新　村 新村公民館 9時〜10時

下　宮 下宮公民館 10時30分〜11時30分

立　神 立神公民館 13時30分〜14時30分

川　上 川上公民館 15時〜16時

7月25日
（水）

東上宮 宮原振興局 9時〜10時

町 宮原振興局 10時30分〜11時30分

西上宮 氷川町公民館 13時30分〜14時30分

7月26日
（木）

桜ケ丘 桜ケ丘公民館 9時〜10時

今 今公民館 10時30分〜11時30分

早　尾 早尾公民館 13時30分〜14時30分

7月27日
（金）

栫 栫公民館 9時〜10時

原　田 原田公民館 10時30分〜11時30分

有　佐 有佐公民館 13時30分〜14時30分

宮　園 宮園公民館 15時〜16時

保
険
証
の
更
新
お
忘
れ
な
く
！

更
新
の
お
知
ら
せ

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

　6月 7日（木）、氷川町文化センターにおいて町内小学校の 6年生、中学校の 1・2年生（297名）
を対象に教育講演会を実施しました。この講演会は八代ロータリークラブの青少年奉仕事業「命の
大切さと生きる力を育む支援事業」の一環として氷川町教育委員会が協力して行ったものです。当
日は子どもの学び館代表取締役の福永宅司氏を講師としてお招きし、子どもたちや町内の教職員に
向けて熱いメッセージを送っていただきました。
　いじめがいかに怖いものか、人の心をいか
に傷つけるのか、実話に基づいた一人芝居は
心の奥まで響いてきました。また、後半はど
うしたらみんなが幸せになれるのか、考えさ
せられる内容でした。はじめは時折涙する児
童生徒がいましたが、最後は楽しく幸せな時
間となりました。最後は太田教育長からお礼
の言葉と同時に、相手の心の思いやることが
できるやさしい氷川っ子に育って欲しいとい
う願いが述べられ、会場全体が拍手と温かい
空気に包まれました。

【国道３号線沿いの懸垂幕】
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　熊本県では、6 月を 「心のきずなを深め
る月間～いじめを許さない学校・学級を
目指して～」と定め、いじめの未然防止
をはじめ様々な対策を推進しています。
　本町も、6 月を「いじめ防止啓発月間」
と定め、国道 3 号線の氷川町宮原交差点

（氷川公園前）に懸垂幕を掲げいじめ防止
の啓発に努めました。
また、町内 5 つの学校も「いじめ防止」
に向けた取組を行い、いじめの早期発見・
未然防止に取り組んでいます。

「命の教育キャラバン」in 氷川町
～君をいじめから守る～

氷川町は学校と連携し「いじめ防止」に全力で取り組みます！

【お問い合わせ先】 学校教育課　☎62－3313
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【お問い合わせ先】 健康福祉課 国民健康保険係 ☎52-5852 宮原振興局 総務振興課 総合窓口係 ☎62-2312

　
現
在
お
持
ち
の
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
は
７
月

31
日
㈫
を
も
っ
て
有
効
期
限
が
切
れ
る
た
め
、
被
保
険

者
証
の
交
付
（
更
新
）
を
地
区
公
民
館
な
ど
で
実
施
い

た
し
ま
す
。
お
忙
し
い
時
期
で
は
あ
り
ま
す
が
、
必
ず

更
新
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

仮
設
住
宅
に
お
住
ま
い
の
方
は

次
の
場
所
で
更
新
を
行
い
ま
す
。

○
野
津
仮
設
団
地

　
７
月
18
日
㈬
９
時
～11

時
30
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津
交
流
館
（
ホ
ー
ル
）

○
鹿
島
仮
設
団
地

　
７
月
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㈮
15
時
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16
時

　
農
産
加
工
研
修
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ン
タ
ー

○
島
地
仮
設
団
地

　
７
月
23
日
㈪
13
時
30
分
～

　
　
　
　
　
　
　
　
14
時
30
分

　
健
康
セ
ン
タ
ー

更
新
指
定
日
に
更
新
で
き
な
い

場
合
は
、
７
月
17
日
㈫
か
ら
次

の
場
所
で
交
付
し
ま
す
。

【
竜
北
地
区
】

　
健
康
福
祉
課 

国
民
健
康
保
険
係

【
宮
原
地
区
】

　
宮
原
振
興
局 

総
務
振
興
課

　
総
合
窓
口
係
　

「
国
民
健
康
保
険
限
度
額
認

定
・
標
準
負
担
額
減
額
定

証
」
を
お
持
ち
の
人
へ

　
認
定
証
を
８
月
以
降
も
引
き

続
き
使
用
さ
れ
る
場
合
は
新
た

に
申
請
が
必
要
で
す
の
で
、
健

康
福
祉
課
ま
た
は
宮
原
振
興
局

総
務
振
興
課
で
申
請
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
な
お
、
認
定
証
の
申
請
は
保

険
証
更
新
会
場
で
は
行
え
ま
せ

ん
の
で
ご
了
承
願
い
ま
す
。

国民健康保険被保険者証更新日程 
☆持参するもの　①印鑑 ②国民健康保険被保険者証（世帯全員分）

竜北地区

期　日 地区 会　場 時　間

7月17日
（火）

本山・中大野 中大野公民館 9時〜10時

迫 迫公民館 10時30分〜11時30分

笹尾・上高塚 ウォーキングセンター 13時30分〜14時30分

吉本・下高塚 吉本公民館 15時〜16時

7月18日
（水）

高野道・北野津 野津交流館（ホール） 9時〜10時

西野津・北川 野津交流館（ホール）10時30分〜11時30分

河原・法道寺 法道寺公民館 13時30分〜14時30分

7月19日
（木）

沖塘・若洲 沖塘公民館 9時〜10時

西網道 西網道公民館 10時30分〜11時30分

中網道 中網道公民館 13時30分〜14時30分

北鹿野 竜北歴史資料館（和室） 15時〜16時

7月20日
（金）

東網道 東網道公民館 9時〜10時

新　田 下新田公民館 10時30分〜11時30分

島地・上鹿島 鹿島公民館 13時30分〜14時30分

下鹿島 農産加工研修センター 15時〜16時

7月23日
（月）

南鹿野 南鹿野公民館 9時〜10時

柳の江・立石 健康センター（教養室）13時30分〜14時30分

反　甫 反甫公民館 15時〜16時

宮原地区

期　日 地区 会　場 時　間

7月24日
（火）

新　村 新村公民館 9時〜10時

下　宮 下宮公民館 10時30分〜11時30分

立　神 立神公民館 13時30分〜14時30分

川　上 川上公民館 15時〜16時

7月25日
（水）

東上宮 宮原振興局 9時〜10時

町 宮原振興局 10時30分〜11時30分

西上宮 氷川町公民館 13時30分〜14時30分

7月26日
（木）

桜ケ丘 桜ケ丘公民館 9時〜10時

今 今公民館 10時30分〜11時30分

早　尾 早尾公民館 13時30分〜14時30分

7月27日
（金）

栫 栫公民館 9時〜10時

原　田 原田公民館 10時30分〜11時30分

有　佐 有佐公民館 13時30分〜14時30分

宮　園 宮園公民館 15時〜16時

保
険
証
の
更
新
お
忘
れ
な
く
！

更
新
の
お
知
ら
せ

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

　6月 7日（木）、氷川町文化センターにおいて町内小学校の 6年生、中学校の 1・2年生（297名）
を対象に教育講演会を実施しました。この講演会は八代ロータリークラブの青少年奉仕事業「命の
大切さと生きる力を育む支援事業」の一環として氷川町教育委員会が協力して行ったものです。当
日は子どもの学び館代表取締役の福永宅司氏を講師としてお招きし、子どもたちや町内の教職員に
向けて熱いメッセージを送っていただきました。
　いじめがいかに怖いものか、人の心をいか
に傷つけるのか、実話に基づいた一人芝居は
心の奥まで響いてきました。また、後半はど
うしたらみんなが幸せになれるのか、考えさ
せられる内容でした。はじめは時折涙する児
童生徒がいましたが、最後は楽しく幸せな時
間となりました。最後は太田教育長からお礼
の言葉と同時に、相手の心の思いやることが
できるやさしい氷川っ子に育って欲しいとい
う願いが述べられ、会場全体が拍手と温かい
空気に包まれました。

【国道３号線沿いの懸垂幕】

ひかりん

No.153 7月号

広報ひかわ 2018.7 12

　熊本県では、6 月を 「心のきずなを深め
る月間～いじめを許さない学校・学級を
目指して～」と定め、いじめの未然防止
をはじめ様々な対策を推進しています。
　本町も、6 月を「いじめ防止啓発月間」
と定め、国道 3 号線の氷川町宮原交差点

（氷川公園前）に懸垂幕を掲げいじめ防止
の啓発に努めました。
また、町内 5 つの学校も「いじめ防止」
に向けた取組を行い、いじめの早期発見・
未然防止に取り組んでいます。

「命の教育キャラバン」in 氷川町
～君をいじめから守る～

氷川町は学校と連携し「いじめ防止」に全力で取り組みます！

【お問い合わせ先】 学校教育課　☎62－3313
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料理上手な食生活改善推
進員のサポート付き！

  夏休み

親
お や こ

子の料
り ょ う り き ょ う し つ

理教室
子どもでも安心！かんたんメニュー!!
親子でたのしく料理をしませんか♪

1 対　象　者／小学校１年生～ 6 年生とその保護者

2 募 集 人 数／ 15 組（先着順）

3 日時・場所／ 8月3日（金）10時～13時30分
　　　　　　　 氷川町公民館 ( 調理室・和室 )

4 内　　　容／①学習会「食育のちから」
　　 　　　　　②調理実習「楽しく作れる簡単料理」
　　 　　　　　③昼食および交流会

5 持ってくるもの／材料費 200 円（保護者）
 100 円（こども）
　　　　　　　 エプロン、マスク、三角巾、ハンカチ、筆記用具

6 申 込 方 法／電話、ファックス、メールなどでお申し込みください

7 締　　　切／ 7月25日（水）17時まで

【お申込・お問合せ先】
　氷川町食生活改善推進員協議会事務局
　氷川町役場健康センター　松本
　TEL:52-7154　FAX:43-8550
　メール :mr-184@hikawa.kumamoto.jp

【お申込・お問合せ先】
　氷川町食生活改善推進員協議会事務局
　（健康福祉課　保健予防係）　松本
　TEL:52-7154　FAX:43-8550
　メール :mr-184@hikawa.kumamoto.jp

※子どもだけでの参加
はご遠慮ください。
祖父母等の親族同
伴でもOKですの
で必ず保護者同伴
でお願いします。
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８
月
か
ら

70
歳
以
上
の
人
の
高
額
療
養
費
の
上
限
額
が
変
わ
り
ま
す

高
額
療
養
費
制
度
と
は

　
ひ
と
月
に
医
療
機
関
に
支
払
っ
た

額
が
高
額
に
な
っ
た
場
合
に
、
世
帯

の
所
得
な
ど
に
応
じ
て
定
め
ら
れ
た

上
限
額
を
超
え
た
分
を
払
い
戻
す
制

度
で
す
。
事
前
に
申
請
を
し
「
限
度

額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」

を
病
院
の
窓
口
で
提
示
す
る
と
、
医

療
費
負
担
の
月
額
が
上
限
額
ま
で
と

な
り
ま
す
。

自
己
負
担
限
度
額
の
見
直
し

　
８
月
か
ら
自
己
負
担
限
度
額
が
次

の
と
お
り
変
わ
り
ま
す
。

①
現
役
並
み
所
得
者

　
　
外
来
療
養
の
自
己
負
担
限
度
額

が
廃
止
さ
れ
、
所
得
区
分
を
細
分

化
し
各
区
分
の
限
度
額
が
設
け
ら

れ
ま
す
。

②
一
般
所
得
者

　
　
外
来
療
養
の
自
己
負
担
限
度
額

が
、
現
行
の
１
万
４
千
円
か
ら

１
万
８
千
円
に
な
り
ま
す
。

３
割
負
担
の
人
で
医
療
費
が
高
額
に

な
る
場
合
は
申
請
を

　
３
割
負
担
で
下
表
の
現
役
並
み
所

得
者
Ⅱ
お
よ
び
Ⅰ
に
該
当
す
る
人

は
、
医
療
費
が
高
額
に
な
る
場
合
は

健
康
福
祉
課
ま
た
は
宮
原
振
興
局
総

務
振
興
課
で
「
限
度
額
適
用
認
定
証
」

の
交
付
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

所得区分 入院時の自己負担
限度額（月額）

外来時の自己負担
限度額（月額） 入院時の食事代（１食当たり）

現役並み所得者※①

460円

Ⅲ　住民税課税所得
690万円以上

252,600円＋（総医療費－842,000円）×1％
多数回該当140,100円（※⑤）

Ⅱ　住民税課税所得
380万円以上

167,400円＋（総医療費－558,000円）×1％
多数回該当93,000円（※⑤）

Ⅰ　住民税課税所得
145万円以上

80,100円＋（総医療費－267,000円）×1％
多数回該当44,400円（※⑤）

一般所得者
（※②）

57,600円 18,000円
（年間144,000円）

（※⑦）多数回該当44,400円（※⑤）

低所得者Ⅱ
（※③）

24,600円 8,000円

過去12か月で90日までの入院
210円

過去12か月で91日目からの入院
160円（※⑥）

低所得者Ⅰ（※④） 15,000円 8,000円 100円

※① 145 万円以上の課税所得がある後期高齢者医療被保険者がいる世帯内の被保険者全員
※②現役並み所得者、低所得者Ⅱ、低所得者Ⅰ以外の人
※③被保険者の属する世帯の全員が住民税非課税の人（低所得者Ⅰ以外の人）
※④ 被保険者の属する世帯の全員が住民税非課税で、世帯全員の各所得が 0 円となる人（年金収入のみの場合は 80 万円以下の人）
※⑤ 過去 12 か月以内に外来と入院の限度額を超えた支給が 4 回以上あった場合、4 回目以降は多数回該当となり上限額が下が

ります。
※⑥入院期間が 90 日を超えた場合は、長期入院の申請により食事代が 160 円になります。
※⑦ 8 月 1 日から翌年 7 月 31 日までの期間の合計額に対する自己負担限度額

後期高齢者医療被保険者証（保険証）更新のお知らせ
現在お持ちの保険証（水色）の有効期限は 7 月 31 日（火）までです。
新しい保険証は 7 月中に簡易書留で郵送いたしますので、8 月 1 日からは新しい保険証（黄色）をお使い
ください。なお、現在お持ちの保険証は、8 月 1 日以降に健康福祉課または宮原振興局総務振興課にお
返しいただくか、各自で破棄してください。

一部負担金の割合
　一部負担金の割合（病院など
での窓口負担）は右のとおりで
す。平成 30 年度の町民税の課
税所得を基に判定しています。

同一世帯の後期高齢者医療被保険者の
うち、市町村民税の課税所得が 145
万円以上ある人がいる世帯の被保険者

3　割

上記条件に該当しない世帯の被保険者 1　割

【お問い合わせ先】 健康福祉課　国民健康保険係　☎52－5852




